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総務費
5億9,571万円
（16.0％）

議会費 5,989万円（1.6％）

　　民生費
8億5,381万円
　　（22.9％）

衛生費
2億5,968万円（7.0％）

労働費
1,424万円（0.4％）

商工費
1億2,587万円（3.4％）

消防費
2億2,829万円
      （6.1％）

    公債費
3億4,623万円
     （9.3％）

農林水産業費
2億8,942万円
（7.8％）

土木費
4億9,711万円
　　 （13.3％）

教育費
4億4,572万円
　　（11.9％）

町債として借りた
お金の返済など

予防接種・検診・ゴミ処理
などにかかるお金

道路や河川の
整備・維持に
かかるお金

人件費や戸籍業務
町デマンド交通などに
かかるお金

農業基盤整備や
農林漁業振興
などにかかるお金

商業・工業や
観光振興などに
かかるお金

高齢者・障がい者
福祉や保育園・
児童手当などに
かかるお金

給食や、小・中学校
スポーツ施設の
維持管理などに
かかるお金

予備費 500万円（0.1％）

町 税
4億810万円
（11.0％）

繰入金
4億3,768万円
（11.8％）

繰越金
3,000万円（0.8％）

諸収入
9,146万円（2.4％）

その他 1億1,649万円（5.8％）

地方譲与税 3,750万円（1.0％）

地方消費税交付金
1億290万円（2.8％）

 町債
  1億8,490万円
　　 （4.9％）

  国庫支出金    
3億1，285万円
　　（8.4％）

県支出金
3億2,212万円
　 （8.7％）

地方交付税
15億7,700万円
　　 （42.4％）

自主財源で集めたお金
使用料・手数料・寄付金など

10億9,170万円
（29.3％）

依存財源
国・県・借入金に
頼ったお金

26億2,930万円
（70.7％）

町民税、
固定資産税
その他の税など

令和６年度の決算で
繰り越されたお金

貸付金元利収入・雑入など

国・県からの
補助金など

国や銀行から
借りるお金

行政の格差を
なくすための
国が交付するお金

「真に必要な町民 サービス」を目指して
3月定例会（会期3月7日～14日（8日間））

令和7年度
当初予算

歳 出
37億
2,100万円

歳 入
37億
2,100万円

一般会計一般会計

特別会計
会計名 令和７年度 令和６年度 対前年度増減額 増減率

国 民 健 康 保 険 事 業 5億3,170万円 5億　120万円   3,050万円 6.1%
介 護 保 険 事 業 6億4,900万円 6億5,800万円  ▲900万円       ▲1.4%
後 期 高 齢 者 医 療 7,500万円 　　7,350万円     150万円 2.0%
住 宅 用 地 造 成 事 業 480万円 　　　870万円  ▲390万円     ▲44.8%

合　      　計 12億6,050万円 12億4,140万円  1,910万円 1.5%

公営企業会計
会計名 令和７年度 令和６年度 対前年度増減額 増減率

簡 易 水 道 事 業 3億      30万円 2億8,739万円 1,290万円 4.5%
下 水 道 事 業 4億9,100万円 4億8,748万円 　352万円 0.7%

合　      　計 7億9,130万円 7億7,487万円 1,642万円 2.1%

（▲は減額）

◆�水道事業関連の会計形態が令和6年度より公営企業会計に移行しました。また、「特定地域生活排水処理事業」及び「農業集落排水事業」

についても公営企業会計に移行し、下水道事業会計として一本化されました。

（前年度比 2.4％ 8,600万円 増）
（前年度比 1.5％ 1,910万円 増）

※万円未満切り捨てのため、合計と一致しません。一般会計 37億2,100万円

特別会計 12億6,050万円
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施政方針とは、政治を行うときの目的・方向・理念など

❶町民の皆さまの暮らしを守る取り組み
　・�地域における防災力の一層の強化（より実態に即した津波避難計画を策定）
　・�10月開催の「新潟県・出雲崎総合防災訓練」にあわせ、ワークショップを実施予定

❷未来を担う人材育成への取り組み
　・�小・中学校の入学時祝い金の増額ならびに中学校卒業時の祝い金の追加。
　・�「定住促進奨学金事業」の実施（所得要件等を問わない、条件付きで返還免除）

❸農林水産業の推進、観光振興に向けた取り組み
　・�町内初の農業法人に対し経費を補助
　・�漁業者が使用する資材等ならびに漁協運営費等を補助
　・�事業拡大や新規出店にあたり改修を要する工事費を補助する「にぎわい創出出店促進事業」

❹自主財源確保に向けた取り組み
　・�ふるさと納税増額に向け、より一層の促進を目指す
　・�町のプロジェクトを応援してくれる人から寄付を募るガバメントクラウドファンディング

を実施

主要施策を推進させるため前年度予算と  比べ2.2%の増額主要施策を推進させるため前年度予算と  比べ2.2%の増額

住みやすいまちづくりを 確実、着実に進めていく住みやすいまちづくりを 確実、着実に進めていく
～先人から受け継ぎ、次世代へと バトンをつなぐまちづくりを～～先人から受け継ぎ、次世代へと バトンをつなぐまちづくりを～

健やかに笑顔で暮らせるまちづくり

安全で安心に暮らせるまちづくり

地域資源・特性を生かした魅力と活力あるまちづくり 多様な人が関わり、賑わいが持続できるまちづくり

夢を育み、誇りある歴史、文化を継承するまちづくり

令和７年度の最重点施策

●緊急通報体制等整備事業委託料� ������������ 301万円
65歳以上の高齢者のみで暮らしてる世帯に緊急通報装置を貸与。固定電話以外にも
無線型も新たに導入

●妊婦のための支援給付� ���������������� 120万円
子ども子育て支援法改正に伴い、従来の「出産・子育て応援交付金」から法定事業と
して再創設

●保健福祉総合センター機能強化関係費� ��������� 258万円
ふれあいの里の料金改定に伴い、設備修繕、備品等購入によって、機能強化を図る

●町道維持修繕工事（緊急自然災害防止対策事業分）���� 7,750万円
災害の発生予防、災害拡大を防止するため、側溝修繕、堆雪帯整備、斜面対策、避難
路整備を行う

●管路工事� ��������������������� 4,645万円
老朽化した神条地区、沢田地区及び吉川地区の水道管（配水管／上水道）の更新を行う
（公営企業会計）
●備蓄品保管庫･��������������������� 152万円
指定緊急避難場所4か所に備蓄品保管庫を整備する

●除雪ドーザ� �������������������� 2,101万円
除雪ドーザ（8ｔ級）を1台購入する（機械更新）

●町農業法人スタートアップ支援事業補助金� ������� 275万円
出雲崎町内の３戸以上の農業者で組織する新規法人に対して法人設立費用等を支援する

●町荷捌所等運営費補助金� ��������������� 119万円
漁協荷捌所等の運営にかかる経費に補助金を交付する
（別予算で漁村センター空調入替補助金あり）
●町にぎわい創出出店促進事業補助金� ���������� 400万円
総務課、産業観光課、建設課に分散していたものを一元化し、新規出店・改修にかかる
工事費を補助

●ふるさと出雲崎応援基金積立� ������������ 8,000万円
ふるさと納税返礼品の拡充を継続して実施し、ふるさと納税の寄附促進を図り、自主
財源を確保する

●町有建物改修工事� ����������������� 1,000万円
地域おこし協力隊の居住等として活用するため、町有建物（石井町、大門各１棟）の
改修工事を行う

●出雲崎まんぷくまつり事業補助金� ����������� 685万円
出雲崎まんぷくまつりを２日間開催に拡充し、1日目は音楽、２日目は食を中心とした
イベントを実施する

●定住促進奨学金貸与基金繰出金� ����������� 1,500万円
所得や成績などの要件を緩和した新たな奨学金を創設する。卒業後に町に居住・就職
した場合には返還免除　※詳細は９ページ参照

●入学卒業祝金� �������������������� 484万円
小学校、中学校入学祝金の増額に加え、新たに卒業時にも祝金を支給。経済的負担の軽減を図る

●学習用ＰＣ端末� ������������������ 1,587万円
令和２年度に整備した児童生徒学習用ＰＣ端末（iPad）の更新を行う

施政方
針
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令和７年度一般会計・特別会計は予算審査特別委員会
に付託され、審議の結果、全会一致で可決しました。
委員会での主な質疑内容を掲載します。

ここが
聞きたい!!

髙桑 佳子 委員長

予 算 審 査
特 別 委 員 会

３月定例会
加
藤
議
員

電
気
柵
は
危
険
を
伴

う
の
で
、
電
気
柵
に
加
え
て
ネ
ッ

ト
や
メ
ッ
シ
ュ
の
金
具
な
ど
も
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

産
業
観
光
課
長

ネ
ッ
ト
等
は
汎
用

性
が
あ
る
た
め
、
そ
こ
の
確
認
に

対
応
が
可
能
か
ど
う
か
持
ち
帰
っ

て
検
討
し
た
い
。

中
田
議
員

新
規
の
み
が
対
象

か
。
先
進
的
に
導
入
し
、
町
の
観

光
や
商
業
に
貢
献
し
て
き
た
事
業

者
に
対
し
て
手
数
料
補
助
、
あ
る

い
は
入
れ
替
え
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
も
補
助
が
あ
っ
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
。

産
業
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長

制
度
そ
の
も
の
に

つ
い
て
は
新
規
導
入
を
基
本
に
考

え
て
い
る
が
、
お
客
様
の
決
済
の

範
囲
が
拡
が
り
有
効
な
ケ
ー
ス
な

ど
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

石
川
議
員

他
の
事
業
展
開
し
て

い
る
法
人
と
の
兼
ね
合
い
は
ど
う

か
、
出
雲
崎
の
魚
を
町
で
入
手
で

き
る
方
法
な
ど
、
漁
業
者
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

い
っ
て
は
ど
う
か
。
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観
光
課
長

当
初
予
算
で
は
将

来
の
町
の
漁
業
を
考
え
漁
協
と
の

と
や
り
と
り
の
中
で
設
定
し
た
。

法
令
に
基
づ
い
て
の
補
助
と
な
る

が
、
町
全
体
を
見
た
中
で
今
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の

ル
ー
ル
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い
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事
な
ど
に
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て
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て
い
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た
い
。
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橋
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逸
品
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領
の
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Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
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様
々
な
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を
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し
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な
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て
る
支

援
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か
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だ
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る
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者
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と
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が
、
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市
場
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を
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と
言
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こ
と
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れ

ば
、不
可
能
で
は
な
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と
考
え
る
。

島 

議 

員

令
和
７
年
度
も
６
年

度
同
様
の
講
師
の
人
数
が
配
置
で

き
る
か
、
コ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に

細
分
化
す
る
の
か
。

教 

育 

長

今
年
度
も
同
様
に
９

名
の
講
師
を
配
置
す
る
。

　

ま
た
、
５
教
科
の
コ
ー
ス
を
そ

れ
ぞ
れ
習
熟
度
に
応
じ
て
２
つ
に

分
け
、
10
コ
ー
ス
と
し
、
一
定
数

い
る
部
活
と
両
立
さ
せ
た
い
生
徒

に
柔
軟
に
対
応
す
る
。

宮
下
議
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点
検
業
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に
も
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理

す
る
と
な
っ
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も
高
額
な
費
用
が

か
か
る
と
考
え
る
が
、
観
光
の
た

め
に
残
し
て
欲
し
い
施
設
で
あ

る
。
今
後
を
ど
う
考
え
る
か
。

産
業
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長

検
査
調
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の
結
果

に
よ
る
が
、
躯く
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い

等
の
安
全
性
が

担
保
で
き
て
、
そ
こ
か
ら
の
必
要

な
部
分
の
改
修
検
討
に
な
る
。

宮
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崎
町
の
大
切
な

観
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資
源
で
あ
る
妻
入
り
の
街
並

み
は
、
近
年
解
体
家
屋
が
増
え
て

そ
の
景
観
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

修
復
の
き
か
な
い
も
の
で
あ
り
、

推
進
協
議
会
に
任
せ
る
だ
け
で
な

く
、
町
行
政
サ
イ
ド
と
し
て
も
再

度
検
討
し
て
、
対
策
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

宮
下
議
員

獄
門
跡
地
に
つ
い
て

は
保
存
会
が
活
動
し
て
い
る
が
、

高
齢
化
が
進
ん
で
存
続
が
難
し

い
。
こ
う
い
っ
た
観
光
財
産
を
保

存
会
で
維
持
が
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
の
対
策
を
今
か
ら
講
じ
て
お

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
課
長

文
化
財
保
存
活
動
の

対
象
は
地
域
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
な
保
全
す
べ
き
場
所
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
積
極
的
に
周
知
を
し

て
、
何
と
か
活
動
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
図
っ
て
い
く
。

町
電
気
柵
設
置
支
援

�

事
業
補
助
金
150万円

町
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

�

促
進
事
業
補
助
金
85万円

町
漁
業
者
経
営

�

支
援
事
業

町
荷
捌
所
等
運
営
費

�

補
助
金
119.5万円 241.2万円

町
ふ
る
さ
と
逸
品
開
発
等

�

補
助
金
50万円

公
設
学
習
塾
講
師
報
酬

405.5万円

夕
凪
の
橋

�

点
検
業
務
委
託
料
500万円

妻
入
り
の
街
並
景
観
推
進

�

協
議
会
活
動
費
補
助
金
25万円

文
化
財
保
存
活
動
事
業

�

補
助
金
166.6万円

宮
下
議
員

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
居
住
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
以

前
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
な
い
よ

う
に
目
的
を
持
っ
て
改
修
す
べ

き
。総

務
課
長

農
業
法
人
に
関
わ
る

協
力
隊
員
に
は
、
事
前
に
大
門
の

住
宅
を
見
て
も
ら
っ
て
お
り
そ
の

改
修
後
に
入
居
し
て
も
ら
う
。
こ

れ
か
ら
募
集
を
か
け
る
協
力
隊
員

に
つ
い
て
は
石
井
町
住
宅
を
考
え

て
い
る
。

小
林
議
員

ど
の
よ
う
な
内
容

か
。中
学
生
と
の
意
見
交
換
で
は
、

小
中
学
生
自
ら
が
Ｃ
Ｍ
に
関
わ
る

と
の
提
案
が
あ
っ
た
が
検
討
で
き

な
い
か
。
様
々
な
場
所
で
も
っ
と

放
映
す
べ
き
。

総
務
課
長

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
の
作

成
と
町
の
イ
ベ
ン
ト
動
画
撮
影
に

な
る
が
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
関
係

を
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
す
る
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
東
京
出
雲

崎
会
や
広
域
の
会
議
で
放
映
し
て

い
る
が
、
天
領
の
里
な
ど
、
多
く

人
が
集
ま
る
場
な
ど
で
積
極
的
に

配
信
し
て
い
き
た
い
。

中
田
議
員

令
和
６
年
度
の
実
績

か
ら
見
込
ん
だ
予
算
額
か
。

総
務
課
長

令
和
６
年
度
実
績
は

６
０
０
０
万
円
を
超
え
る
ふ
る
さ

と
納
税
を
い
た
だ
い
た
。
寄
附
額

に
よ
っ
て
サ
イ
ト
使
用
料
も
増

額
に
な
る
の
で
、
前
年
度
よ
り

５
０
０
万
円
多
く
見
積
も
っ
て
い

る
。宮

下
議
員

ど
の
程
度
成
果
が
あ

が
っ
て
い
る
か
。
成
果
を
見
て
効

果
的
な
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
も

必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

結
婚
に
至
っ
た
か
は

把
握
で
き
な
い
が
、
利
用
者
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
何
ら
か
の
効
果

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

高
橋
議
員

近
年
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
は
、
帯
状
疱
疹
の
予
防
接
種
を

受
け
た
方
が
よ
い
と
流
れ
て
い
る

が
、
昨
年
度
よ
り
大
幅
に
減
額
さ

れ
て
い
る
理
由
は
な
に
か
。

保
健
福
祉
課
長

令
和
６
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
事
業
で
１
月
末
現
在

6
名
の
実
績
が
あ
る
。
国
で
は
定

期
予
防
接
種
化
の
動
き
が
あ
り
、

当
初
予
算
と
し
て
こ
の
額
を
見
込

ん
で
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
組
み

替
え
て
い
き
た
い
。

高
橋
議
員

天
領
の
里
に
車
を
駐

車
し
て
で
き
る
コ
ー
ス
や
途
中
か

ら
で
も
参
加
出
来
る
な
ど
使
い
易

く
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
仕
掛
け

を
考
え
る
べ
き
。

保
健
福
祉
課
長

ス
タ
ー
ト
は
羽
黒

町
の
海
遊
広
場
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
み
グ
ー
グ
ル
で
音
声
案

内
が
で
き
る
。
看
板
や
ペ
イ
ン
ト

の
色
分
け
な
ど
様
々
な
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
ト
場
所
等

は
運
用
で
幅
が
広
が
る
と
考
え
て

い
る
。

宮
下
議
員

状
態
は
古
く
衛
生
面

も
心
配
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
利
用

者
を
調
査
し
、
少
な
け
れ
ば
経
費

を
か
け
て
持
ち
続
け
ず
と
も
、
撤

去
を
含
め
何
ら
か
の
方
法
を
も
検

討
す
べ
き
。

町
民
課
長

小
木
ノ
城
駅
ト
イ
レ

に
つ
い
て
は
令
和
３
年
に
調
査
を

し
て
お
り
少
数
利
用
で
あ
っ
た
。

現
行
利
用
者
が
あ
る
の
で
あ
れ

ば
、
清
掃
管
理
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
再
度
確
認
を
し

な
が
ら
、
全
体
を
考
え
て
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
。

町
有
建
物
改
修
工
事

1,000万円

町
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

�

ビ
デ
オ
制
作
委
託
料
33万円

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト

�

使
用
料
522.8万円

ま
ち
恋
お
見
合
い

�
婚
活
応
援
業
務
委
託
料
46.2万円

帯
状
疱
疹
予
防
接
種

�

助
成
16万円

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

�

案
内
看
板
設
置
費
66.3万円

小
木
ノ
城
駅
ト
イ
レ

　
観
光
用
公
衆
便
所

　
　
　 

清
掃
管
理

　
　
　 

管
理
委
託
料
136万円 15.6万円

小木ノ城駅トイレ

荷捌所

獄門跡地

夕凪の橋

7 6い ず も ざ き  議 会 だ よ り い ず も ざ き  議 会 だ よ り令 和 ７ 年 4 月 2 5 日第 1 2 7 号 令 和 ７ 年 ４ 月 2 5 日第 1 2 7 号

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

議
員
表
彰

１
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

１
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

一
般
質
問

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察
報
告

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察
報
告

政
務
活
動
費
報
告

政
務
活
動
費
報
告

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

令
和
７
年
度
予
算

令
和
７
年
度
予
算



関
せき

川
かわ

嘉
よし

夫
お

 氏　（駅前）

玉
たま

沖
おき

　 馨
かおる

 氏　（桂沢）

・監査委員の選任について　

・固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案38件を可決・承認 3月7日から14日（8日間）会 期33 月  定 例 会月  定 例 会
議案第12号

議案第17号

議案第20号

議案第31号

議案第27号

出雲崎町定住促進奨学金貸与基金の設置、管理及び運営に関する
条例制定について
＊�専修学校、短期大学、大学等に在籍している者に対し、所得要件を設けず借りやすい
奨学金を貸与する基金を設置する。貸与額は月１万円で、卒業後３年間、町に居住す
ると返済を免除する。

出雲崎町子育て支援に関する条例の一部改正

出雲崎町保健福祉総合センターふれあいの里を
「社会福祉法人出雲崎町社会福祉協議会」に指定する

出雲崎町空家等対策の推進に関する条例の一部改正

可決された条例制定

可決された条例の一部改正（主なもの）

可決した補正予算

一般会計補正予算（第12号）専決

一般会計補正予算（第13号）専決

一般会計補正予算（第14号）

主な歳入

主な歳入

主な歳入

主な歳出

主な歳出

主な歳出

・普通分追加 � ����������� 2,363万円

・普通分追加 � ������������ 700万円

・町たばこ税減 ……………………………  ▲700万円
・障害者自立支援給付費負担金追加 � �� 405万円
・子どものための教育・保育給付費
　　国庫・県負担金追加 ……………………  523万円
・ふるさと納税寄附金追加 � ����� 3,000万円
・長岡市北部斎場整備事業債減 � �� ▲1,260万円
・財政調整基金繰入減 � ������ ▲5,062万円
・地籍調査事業負担金追加 …………………  660万円

・ふるさと納税寄付謝礼追加 � ����� 884万円
・除雪委託料・町道維持作業委託料追加 �� 750万円
・宣伝広告業務委託料追加 � ������ 113万円
　（ひまわりハウス・石井町住宅）

・除雪委託料追加 � ���������� 640万円

・移住支援事業支援金減 � ������ ▲360万円
・県営中山間地域総合整備事業分担金 �� ▲311万円
　（八手地区）
・大門町営住宅建替工事減 � ���� ▲2,075万円
・ふるさと出雲崎応援基金積立 � ��� 3,000万円
・物価高騰対応重点支援給付金減 � �� ▲294万円
・町高齢者福祉タクシー・バス利用料助成金減
　　���������������� ▲150万円
・奨学金貸与基金繰出金追加 � ���� 1,000万円
・小城之城保育園保育実施委託料追加 �� 5,225万円
・出雲崎こども園施設型給付費追加 � �� 388万円
・健康診査委託料減 � �������� ▲300万円
・長岡市北部斎場整備事業負担金減 � ▲1,208万円

指定管理者の承認

（任期：令和７年４月１日から令和11年３月31日までの４年間）

（任期：令和７年３月22日から令和10年３月21日までの３年間）

人 案事 件

出雲崎町選挙公報の発行に関する条例制定について
＊�選挙公報を発行し、町政への関心及び投票率の向上を図るため。

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額

令 和 ６ 年 度 一 般 会 計 （第12号）【専決】 2,363万円 38億4,587万円

令 和 ６ 年 度 一 般 会 計 （第13号） 700万円 38億5,287万円

令 和 ６ 年 度 一 般 会 計 （第14号） ▲1,335万円 38億3,951万円

特別会計
国 民 健 康 保 険 事 業（第４号） 240万円 5億5,701万円

介 護 保 険 事 業（第４号） ▲3,201万円 6億6,368万円

住 宅 用 地 造 成 事 業（第３号） ▲149万円 980万円

公営企業会計
簡 易 水 道 事 業（第４号） ▲461万円 1億9,740万円

下 水 道 事 業（第２号） ▲209万円 3億2,348万円

三 輪　 正

議員議員
表彰表彰

町の発展に
　このたび、全国町村議会議長会より15年表彰をいただきました。
　これまでご指導、ご協力くださった皆様にこころより感謝いたします。
　常に議員活動の基本に「町民の皆さまの要望、考えを少しでも町政に
取り入れてもらう」を考えてこれからも出雲崎町の発展のため、また町
民の福祉向上に全力で努力したいと思います。
　今後とも皆様のご指導、ご協力をよろしくお願いいたします。

（三輪議員は同時に全国町村議会議長会より、自治功労者表彰を受けております。）
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３月定例会の録画中継はこちらからご覧いただけます➡
※一般質問当日、町長欠席の為、
　副町長が代理答弁しました。

出雲崎町議会
YouTube チャンネル

１．複合災害発生時の町民の避
難行動について

２．西山風力発電事業について
３．町公共施設長寿命化について

１．当町における風力発電事業
について

２．町の保育について

１．LED照明器具への取替におけ
る補助金制度の新設について

２．出雲崎町津波避難緊急支援
施設基本計画の概要について 

３．「少子化に対応した活力ある
学校づくり」について

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

質問項目 詳細は12ページ

１．路線バス運行の問題点とデ
マンド交通の今後について

1

質問項目 詳細は13ページ

石川　豊 議員2

質問項目 詳細は14ページ

3 島 明日香 議員
いし かわ　　  ゆたか しま　 　あ   す 　か

１．伝統芸能を全世代へ 
２．「セブンイレブン出雲崎バイ
パス店」の閉店について

質問項目 詳細は15ページ

4

質問項目 詳細は16ページ

小林玲子 議員5

質問項目 詳細は17ページ

１．財政強化の取組について
２．生活インフラ（商店など）の
確保について

6 三輪　正 議員
 こ  ばやし れい  こ   み    わ          ただし

高橋速円 議員
たか はし  そく えん

１．衛星回線通信の導入について

質問項目 詳細は18ページ

１．農業法人設立について
２．近隣医療機関との連携につ
いて

7

質問項目 詳細は19ページ

中田孝信 議員8

質問項目 詳細は20ページ

１．農業法人設立にむけての状
況について

9 中野勝正 議員
なか   だ   たか  のぶ なか   の   かつ  まさ

髙桑佳子 議員
たか くわ  よし こ

宮下孝幸 議員
みや した たか ゆき

一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています

議案2件を可決・承認
1月9日（1日間）会 期11月臨時会月臨時会

承認した補正予算

一般会計補正予算（第10号）専決

一般会計補正予算（第11号）

主な歳入

主な歳入

主な歳出

主な歳出

・物価高騰対応重点支援地方創生
　　臨時交付金追加 � �������� 1,651万円

・物価高騰対応重点支援地方創生
　　臨時交付金追加 � �������� 2,159万円
・プレミアム商品券販売料追加 � ��� 1,950万円

・物価高騰対応重点支援給付金
　　（令和6年度非課税給付）����� 1,630万円

・プレミアム商品券利用事業交付金追加
　　���������������� 3,950万円

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額

令 和 ６ 年 度 一 般 会 計 （第10号）【専決】 1,651万円 37億8,114万円

令 和 ６ 年 度 一 般 会 計 （第11号） 4,109万円 38億2,240万円

石
川
議
員

 

主
に
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
。

建
設
課
長

 

除
雪
ド
ー
ザ
ー
の
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
、
排
雪
盤
の
エ
ッ
ジ
、

融
雪
剤
で
あ
る
。

島 

議 

員

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

内
容
の
宣
伝
を
し
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長

 

ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
が
３

世
帯
分
空
い
て
い
る
。
新
聞
チ
ラ
シ

を
作
成
し
長
岡
、
小
千
谷
地
区
を
中

心
に
新
聞
折
込
を
投
函
し
た
。ま
た
、

物
件
紹
介
広
告
の「
ス
ー
モ
」や「
ら

く
す
む
」
等
に
空
き
部
屋
情
報
を
掲

載
し
て
い
る
。

宮
下
議
員

 

他
に
転
居
す
る
ま
で
の

一
定
期
間
だ
け
の
定
住
先
に
し
て
は

い
け
な
い
。
町
に
定
住
し
て
も
ら
う

た
め
の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。

町　
長

 

町
に
定
住
す
る
こ
と
に

繋
げ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
。
定

住
支
援
な
ど
を
来
年
度
、
検
討
し
て

い
る
。

道
路
維
持
費

消
耗
品
費
追
加

130万円

住
宅
管
理
費

宣
伝
広
告
業
務

�

委
託
料
追
加
113万円

補 正 予 算
質 疑

主なものから抜粋して掲載しています

 ここが聞きたい！！

ひまわりハウス
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質
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令
和
７
年
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予
算



Q&A路線バス運行の問題点と
デマンド交通の今後について

現段階では
路線バスを維持していく

  副町長

せ
て
い
る
。
全
国
や
近
隣
の
多

く
の
自
治
体
で
は
、
先
進
的
な

取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
30

分
に
一
便
程
度
、
町
単
独
路
線

の
運
行
な
ら
、
帰
省
客
の
送
迎

も
十
分
可
能
と
な
る
。出
雲
崎
・

長
岡
線
を
、
予
約
で
走
る
デ
マ

ン
ド
交
通
開
始
へ
と
政
治
的
舵

を
切
る
べ
き
時
代
で
は
な
い
の

か
。副

町
長 

他
の
自
治
体
で
始

ま
っ
て
い
る
事
は
承
知
し
て
い

る
。
し
か
し
多
額
の
費
用
も
発

生
す
る
。

　

現
段
階
で
は
、
現
公
共
交
通

の
活
用
が
重
要
で
あ
り
、
デ
マ

ン
ド
移
行
は
現
段
階
で
は
早
い

と
思
う
。

町
民
の
移
動
手
段
を

�

ど
う
確
保
し
て
い
く
べ
き
か
。

宮
下

 

出
雲
崎
・
長
岡
線
の

主
な
年
代
の
利
用
者
と
数
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

副
町
長 

乗
車
場
所
別
人
数
は

分
か
ら
な
い
が
、
当
町
の
高
校

生
の
利
用
者
人
数
は
17
名
程
度

と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

宮
下

 

長
岡
地
区
全
路
線

を
含
む
バ
ス
の
運
行
予
算
は

３
、８
５
０
万
円
。
当
町
の
利

用
者
が
少
な
い
長
岡
路
線
バ
ス

を
、
一
時
間
に
一
便
又
は
30
分

に
一
便
程
度
、
予
約
で
運
行
す

る
デ
マ
ン
ド
交
通
と
す
る
為
、

先
ず
は
越
後
交
通
と
協
議
を
す

べ
き
と
考
え
る
。

副
町
長 

長
岡
線
は
、
高
校
生

や
日
赤
に
通
う
人
の
大
切
な
路

線
だ
。
輸
送
量
確
保
の
路
線
で

バ
ス
路
線
の
運
行
状
況
は

長
岡
バ
ス
路
線
の
問
題
点

も
あ
る
。
定
住
自
律
権
の
提
携

で
基
幹
バ
ス
路
線
を
維
持
す
る

定
め
も
有
る
。

　

今
後
利
便
性
な
ど
の
問
題
が

あ
れ
ば
、
新
た
に
模
索
し
て
い

く
が
、
現
時
点
で
は
、
ぎ
り
ぎ

り
頑
張
っ
て
路
線
バ
ス
を
維
持

し
て
い
く
。

宮
下

 

夕
方
以
降
は
走
ら
な

い
デ
マ
ン
ド
交
通
「
て
ま
り

ん
」
に
、
１
２
、１
６
６
千
円

の
予
算
を
投
じ
て
い
る
。

　

夕
方
以
降
は
走
ら
な
い
状
況

で
、現
在
の
デ
マ
ン
ド
交
通
は
、

町
民
の
移
動
手
段
と
し
と
て
、

十
分
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
思
う
か
。

副
町
長 
町
内
の
空
白
地
解
消

の
移
動
手
段
だ
。
令
和
６
年
度

か
ら
、
タ
ク
シ
ー
券
利
用
も
開

始
し
、
利
用
者
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
夜
間
や
町
外
、
長
岡
路

線
へ
の
要
望
が
あ
る
事
は
十
分

承
知
し
て
い
る
が
、
一
定
の

ニ
ー
ズ
は
満
た
し
て
い
る
と
思

う
。 デ

マ
ン
ド
交
通
の
問
題
点

宮
下

 

長
岡
路
線
負
担
金
・

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
バ
ス
・

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
バ
ス
・

障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
・

人
工
透
析
通
院
費
助
成
と
「
て

ま
り
ん
」
の
予
算
総
額
は

２
４
、５
５
２
千
円
に
も
な
る
。

　

酷
似
し
た
事
業
予
算
を
一
元

化
す
れ
ば
、
目
的
地
へ
の
直
行

す
る
デ
マ
ン
ド
交
通
長
岡
路
線

へ
の
運
行
開
始
は
、
予
算
的
に

も
十
分
可
能
で
は
な
い
か
。

副
町
長 

今
の
細
か
な
制
度
を

無
く
せ
ば
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や

不
便
も
生
じ
る
。
ニ
ー
ズ
に
答

え
ら
れ
る
よ
う
今
後
も
精
査
を

し
て
い
く
。

宮
下

 

以
前
紹
介
し
た
神
奈

川
県
中
井
町
で
は
、
病
院
は
近

隣
秦
野
市
日
赤
病
院
へ
、
買
い

物
は
大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
へ

と
、
自
治
体
の
垣
根
を
越
え
て

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
を
を
走
ら

予
算
と
事
業
の
一
元
化
を

他
県
・
他
町
村
の
一
例
に
学
べ

３時間に１本程度の路線バス長岡線

宮下 孝幸 議員（文責）

Q&ALED照明器具導入・取替の
補助金制度の新設について

検討していないが、
他町村の動向を注視して考えていく

  副町長

教
育
長 

現
在
の
学
校
教
育
を

維
持
発
展
さ
せ
て
、
出
雲
崎
町

に
学
校
を
残
し
て
い
く
た
め
に

は
ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
か
を

考
え
た
と
き
、
小
中
一
貫
教
育

の
導
入
が
出
雲
崎
町
の
学
校
の

在
り
方
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
、
検
討
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

石
川

 

２
年
後
の
２
０
２
７

年
末
に
は
、
現
在
使
用
し
て
い

る
全
て
の
一
般
照
明
用
蛍
光
ラ

ン
プ
に
つ
い
て
、
製
造
と
輸
出

入
が
禁
止
さ
れ
る
。つ
い
て
は
、

個
人
法
人
を
問
わ
ず
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
器
具
導
入
取
替
を
す
る
場

合
、
補
助
金
制
度
の
新
設
を
提

案
す
る
が
、
行
政
側
の
所
見
を

伺
う
。

検
討
は
し
て
い
な
い
が

他
町
村
の
動
向
を
注
視
し
て

�

考
え
て
い
く

副
町
長 

全
国
的
に
は
、
事
業

所
な
ど
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入

す
る
場
合
の
補
助
制
度
が
あ
る

自
治
体
は
幾
つ
か
あ
る
。

　

耐
用
年
数
も
長
く
、
消
費
電

力
も
抑
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
導

入
効
果
も
高
く
、
現
在
は
か
な

り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
が
進
ん
で
い

る
の
で
は
と
予
想
す
る
が
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
器
具
導
入
に
対
す
る
補
助

制
度
は
今
の
と
こ
ろ
検
討
は
し

て
い
な
い
。
但
し
、
今
後
の
他

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具

導
入
・
取
替
の

補
助
金
制
度
の
新
設
は
？

町
村
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
考
え
る
余
地
は
あ
る
。

石
川

 

緊
急
避
難
場
所
か
ら

指
定
避
難
所
へ
の
横
断
通
路
の

整
備
の
進
捗
状
況
。
基
本
計
画

の
地
区
ご
と
と
は
、
具
体
的
に

は
ど
の
エ
リ
ア
を
指
す
の
か
。

本
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
、
区

長
な
ど
の
住
民
参
加
の
考
え
は

あ
る
か
、
以
上
３
点
所
見
を
伺

う
。質

問
の
３
点
に
つ
い
て

�

次
の
通
り
考
え
て
い
る

副
町
長 

現
地
確
認
を
行
い
、

横
断
通
路
の
整
備
を
し
な
く
て

も
移
動
可
能
な
場
所
と
い
う
の

は
確
認
し
て
い
る
。

　

海
岸
地
区
の
各
行
政
区
ご
と

に
避
難
目
標
、
避
難
手
段
、
避

難
通
路
に
つ
い
て
、
図
面
に
よ

り
定
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

本
計
画
策
定
は
、
既
に
２
月

段
階
で
策
定
済
み
で
あ
る
。

出
雲
崎
町
津
波
避
難

緊
急
支
援
施
設
基
本
計
画
の

�

概
要
に
つ
い
て

石
川

 

令
和
15
年
度
の
学
年

別
の
児
童
生
徒
数
が
現
在
の
約

半
分
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
と
あ
る
が
、
小
中
一
貫
教
育

の
導
入
を
考
え
て
い
る
か
。

小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を

�

視
野
に
入
れ
て
い
る
か

整備された「津波緊急避難路」（羽黒町地内）

石川 　豊 議員（文責）
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Q&A風力発電事業 どう考える
再エネ普及は重要だが
　　　　　町民の不安も承知

  副町長

島

 

２
０
０
０
人
以
上
の

計
画
撤
回
を
求
め
る
署
名
が
集

ま
る
な
ど
、
大
き
な
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

町
民
の
意
見
や
心
配
は
承
知

副
町
長 

こ
の
度
の
西
山
風
力

発
電
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の

規
模
等
か
ら
色
々
な
意
見
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
計

画
を
知
ら
な
い
方
も
多
い
と
指

摘
も
あ
り
、
再
度
説
明
会
開
催

に
至
っ
た
。
ま
た
、
署
名
で
の

大
き
な
動
き
に
つ
い
て
も
把
握

し
て
い
る
。
事
業
者
に
は
、
町

民
の
意
見
や
不
安
に
対
し
、
真

摯
な
回
答
、
対
応
を
求
め
て
い

る
。島

 

県
に
提
出
す
る
意
見

書
の
内
容
は
ど
の
よ
う
に
書
く

か
。

町
民
の
反
応
を

�

ど
う
捉
え
る
か

計
画
を
受
け
入
れ
る
か
否
か

町
民
の
不
安
な
点
に
つ
い
て

具
体
的
な
意
見
を
記
載
予
定

副
町
長 

ま
ず
住
民
の
安
全
、

安
心
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い

て
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
問

題
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
等
含

め
、
総
括
的
な
事
項
と
し
て
求

め
た
上
で
、
大
気
、
騒
音
、
低

周
波
音
等
に
関
す
る
こ
と
、
水

環
境
に
関
す
る
こ
と
、
景
観
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、
皆
さ
ま
の

心
配
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て

具
体
的
な
意
見
を
記
載
す
る
。

県
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
内
容

に
沿
っ
た
形
で
の
意
見
書
と
な

る
。島

 
妻
入
り
の
街
並
み

は
、
新
潟
の
顔
づ
く
り
事
業
の

景
観
形
成
地
区
の
指
定
を
受

け
、
建
設
省
の
歴
史
国
道
に
も

選
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

街
並
み
の
中
か
ら
も
風
車
が
見

え
る
。
街
並
み
景
観
推
進
協
議

会
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
内
容

に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

町
民
の
健
康
と
生
命
が

脅
か
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

�

町
の
判
断
を
求
む

町
内
に
は
小
木
ノ
城
を
は
じ
め

城
跡
や
土
器
、
遺
跡
な
ど
数
多

く
点
在
し
、
周
知
の
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
工
事
車
両
の
走
行
ル
ー
ト

を
含
め
た
事
業
実
施
区
域
内
全

て
に
つ
い
て
、
事
業
者
と
現
地

確
認
や
協
議
の
必
要
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
町
と
し
て
も

要
綱
を
遵
守
し
、
歴
史
あ
る
景

観
を
保
持
し
、
郷
土
に
対
す
る

認
識
を
深
め
て
ほ
し
い
。

　

町
の
事
業
で
は
な
い
か
ら
町

が
責
任
を
負
わ
な
い
と
な
れ

ば
、
事
業
者
に
よ
る
賠
償
を
確

実
な
も
の
に
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。
私
た
ち
町
民
の
健
康

と
生
命
が
守
ら
れ
る
意
見
書
に

し
て
ほ
し
い
。

風力発電事業の説明会の様子

島 明日香 議員（文責）

Q&A複合災害、まず逃げる！
つぎがトイレ！

補助制度を利用してほしい  副町長

高橋 速円 議員（文責）

島

 

両
園
が
、
今
後
も
存

続
す
る
た
め
の
考
え
は
あ
る
か
。

副
町
長 

両
園
の
特
性
を
生
か

し
、
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
質

の
高
い
教
育
、
保
育
の
提
供
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を

評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
少
子

化
や
園
児
数
の
減
少
は
著
し

く
、
園
の
経
営
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
町
と

し
て
、
国
、
県
補
助
金
を
最
優

先
に
、
町
独
自
の
補
助
を
併
用

し
な
が
ら
財
政
支
援
を
維
持
す

る
。
令
和
７
年
度
予
算
に
は
、

園
児
に
必
要
な
教
材
、
備
品
購

入
費
用
を
補
助
す
る
事
業
を
計

上
し
た
。

　

さ
ら
に
、
人
口
減
少
地
域
な

ど
で
定
員
充
足
率
は
低
下
し
、

質
の
高
い
保
育
の
提
供
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
量

の
拡
大
か
ら
質
の
向
上
へ
転
換

し
、
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
保

育
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
保

育
政
策
の
方
向
性
が
、
こ
ど
も

家
庭
庁
よ
り
公
表
さ
れ
て
る
。

今
後
も
、
国
、
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
必
要
な
支
援
を
検
討
し

て
い
く
。

町
の
保
育
施
設

�

ど
う
な
る

�

幅
広
い
財
政
的
な

�

支
援
を
維
持

高
橋

 

昨
年
12
月
、
県
が
県

立
高
校
の
将
来
構
想
を
ま
と
め

た
。
こ
の
中
に
出
雲
崎
高
校
は

入
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
を
テ
コ
に
役
場
庁
舎
、

小
中
学
校
、
公
民
館
、
あ
る
い

は
コ
ン
ビ
ニ
や
保
育
園
問
題
な

ど
町
の
全
体
像
再
構
築
で
き
な

い
か
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
も
必
要
で
は
な

い
か
。

計
画
的
効
率
的
に
管
理
す
る

な
か
で
サ
ー
ビ
ス
維
持
に
努

め
る

副
町
長 

公
共
施
設
の
質
、
量

へ
の
町
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
則

し
て
取
り
組
む
。
統
廃
合
も
含

め
サ
ー
ビ
ス
維
持
に
務
め
る
。

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
大

事
で
、
公
式
ラ
イ
ン
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
防
災
行
政
無
線
で
町

民
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
長
寿
命
化

ど
う
順
序
だ
て
る
か

役
場
庁
舎
、
小
中
学
校
ほ
か
、

県
立
高
校
の
将
来
構
想
も
含
め

検
討
の
時
機
だ

高
橋

 

互
近
助（
ゴ
キ
ン
ジ
ョ
）

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
お
隣

同
士
協
力
し
て
す
ぐ
逃
げ
る
。

こ
れ
か
ら
は
車
で
逃
げ
る
こ
と

が
主
に
な
る
。

　

問
題
は
ト
イ
レ
だ
。
車
で
の

簡
易
ト
イ
レ
。
そ
し
て
温
か
い

避
難
食
。
企
業
協
定
を
大
手
牛

丼
チ
ェ
ー
ン
店
と
結
べ
な
い

か
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
あ
る
。

ま
た
一
人
用
耐
震
ベ
ッ
ド
が
い

ま
注
目
さ
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
付
き
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど

へ
の
助
成
。
個
人
へ
の
応
援
が

で
き
な
い
か
。

町
の
補
助
制
度
が
既
に
あ
る

災
害
協
定
先
と
は
確
認
す
る

副
町
長 

そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
防

災
組
織
を
よ
り
認
識
し
て
、
必

要
な
資
材
を
準
備
し
て
ほ
し

い
。 自

分
の
い
の
ち

　
　
自
分
で
守
る
！

町
の
６
次
総
合
計
画

と
は
相
容
れ
な
い
の

で
は
な
い
か
？

高
橋

 

施
政
方
針
で
町
長
は

総
合
計
画
に
あ
る
理
念
を
大
事

に
し
て
い
る
。
こ
の
理
念
と
風

力
事
業
と
は
相
容
れ
な
い
と
考

え
る
が
い
か
が
か
。

環
境
、景
観
、た
し
か

に
理
念
に
通
じ
て
い

る
部
分
は
あ
る

副
町
長 

行
政
と
町
民
が
努
力

し
て
街
並
み
は
大
切
に
し
て
き

た
。
環
境
や
宿
場
町
の
風
情
な

ど
は
後
世
に
伝
え
て
い
く
大
切

な
と
こ
ろ
だ
。
意
見
書
に
は

ち
ょ
っ
と
触
れ
た
い
。

副
町
長

小、中学校校舎など建替え検討の時機だ！
いろいろ町民のニーズを把握し
サービスの維持を図る

町長

西
山

 

風
力
発
電

�

事
業
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告
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会
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会
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会
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き
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問
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令
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度
予
算

一
般
質
問



三
輪

 

昨
年
か
ら
町
民
の
生

活
に
重
要
な
コ
ン
ビ
ニ
が
二

軒
、
閉
店
し
た
。
先
ほ
ど
小
林

議
員
が
質
問
さ
れ
、
私
の
方
に

は
町
民
か
ら
「
生
活
す
る
上
で

非
常
に
不
便
に
な
る
。
再
開
に

向
け
て
行
動
し
て
く
れ
」
と
沢

山
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　

町
民
に
と
っ
て
買
物
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
、
公
共
料
金
の
支
払
い
、
コ

ピ
ー
、
住
民
票
と
印
鑑
証
明
取

得
、
本
の
購
入
な
ど
コ
ン
ビ
ニ

を
利
用
し
て
い
た
。
休
日
、
時

間
外
で
も
利
用
で
き
た
。

　

刈
羽
村
の
プ
ラ
ン
ト
５
に
つ

い
て
、
村
が
用
地
を
取
得
し
て

再
開
店
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

用
地
の
問
題
が
ネ
ッ
ク
と
聞
い

て
い
る
。
広
い
駐
車
場
が
魅
力

で
あ
り
、騒
音
の
心
配
も
な
い
。

公
共
料
金
納
付
や
住
民
票
、

　

印
鑑
証
明
な
ど

�

店
舗
は
大
切

副
町
長 

町
と
し
て
も
公
共
料

金
の
納
付
や
住
民
票
、
印
鑑
証

明
関
係
に
と
大
事
な
店
舗
で
あ

る
。
全
力
で
対
応
し
て
い
き
た

い
。

Q&A伝統芸能を全世代へ
見て・聞いて・体験・体感できる
機会を設けたい

  副町長

利
用
促
進
を
図
る
こ
と
が
重
要

だ
。小

林

 

今
あ
る
タ
ク
シ
ー
券

や
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
の
補
助

の
他
に
検
討
し
て
い
る
こ
と
は

あ
る
か
。ま
た
、移
動
ス
ー
パ
ー

の
利
用
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
か
。

副
町
長 

高
齢
者
に
対
し
て
、

買
物
支
援
や
お
弁
当
配
送
事

業
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
ス
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
移
動

販
売
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
を

含
め
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

小
林

 

多
く
の
方
が
勤
め
て

い
た
と
思
う
が
、
町
内
の
事
業

所
等
へ
の
転
職
の
斡
旋
な
ど
を

検
討
し
て
い
る
か
。

副
町
長 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡・

柏
崎
の
情
報
は
役
場
ロ
ビ
ー
で

も
確
認
で
き
る
。
す
で
に
他
店

へ
の
転
職
の
斡
旋
を
し
て
い
る

と
い
う
情
報
も
得
て
い
る
。

買
物
弱
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

転
職
の
斡
旋
に
つ
い
て

小
林

 

小
学
校
で
は
地
域
の

保
護
者
の
協
力
や
「
放
課
後
児

童
教
室
」
な
ど
で
「
出
雲
崎
お

け
さ
」
の
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
中
学
生
や
高
校
生

に
も
体
験
の
場
を
広
げ
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
か
。

副
町
長 

趣
味
や
志
向
の
分
散

化
、
芸
能
文
化
の
多
種
多
様
性

は
否
め
な
い
。
後
継
者
の
育
成

や
普
及
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、

町
民
の
皆
様
や
関
係
者
に
理
解

と
普
及
を
図
る
べ
く
努
力
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
伝
統
芸

能
を
中
学
校
や
高
等
学
校
で
体

験
で
き
る
機
会
を
広
げ
る
こ
と

は
、
文
化
の
継
承
や
生
徒
の
感

性
を
育
む
上
で
非
常
に
有
意
義

だ
。
地
域
の
人
々
の
協
力
や
、

団
体
と
連
携
が
可
能
と
判
断
さ

れ
た
と
き
に
実
施
し
た
い
。

小
林

 「
出
雲
崎
お
け
さ
保
存

会
」
や
「
小
木
ノ
城
太
鼓
」
の

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
小

学
校
、
中
学
校
、
高
校
と
継
続

で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
に

よ
り
後
継
者
や
指
導
者
の
増
加
、

当
町
の
伝
統
文
化
の
後
継
者
や

指
導
者
不
足
の
現
状
に
つ
い
て

さ
ら
に
町
の
行
事
等
で
披
露
す

る
こ
と
で
今
ま
で
以
上
に
活
気

が
出
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

副
町
長 

本
町
自
体
で
イ
ベ
ン

ト
等
の
最
後
の
締
め
は
「
お
け

さ
」
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
が

広
が
れ
ば
、
さ
ら
に
子
供
た
ち

に
も
広
が
る
と
思
う
。

小
林

 

高
齢
者
の
方
に
と
っ

て
は
、「
出
雲
崎
お
け
さ
」
は

特
に
馴
染
み
が
あ
り「
お
け
さ
」

や
「
太
鼓
」
の
振
付
や
掛
声
を

取
入
れ
た
健
康
体
操
な
ど
が
あ

れ
ば
、
楽
し
み
な
が
ら
伝
統
芸

能
の
継
承
に
大
き
な
貢
献
が
で

き
る
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

副
町
長 
伝
統
文
化
を
体
操
に

取
入
れ
る
こ
と
は
、
文
化
の
継

承
、
健
康
促
進
、
地
域
活
性
化

の
観
点
か
ら
非
常
に
有
益
な
取

組
と
考
え
る
が
時
間
が
か
か

る
。
ま
ず
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
の

披
露
や
施
設
で
曲
を
流
す
な
ど

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
い
。

伝
統
芸
能
を
取
入
れ
た

�

健
康
体
操
を
提
案
す
る

小
林

 

「
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

出
雲
崎
バ
イ
パ
ス
店
」
の
事
業

継
承
や
新
た
な
商
店
な
ど
を
つ

く
る
な
ど
の
事
業
計
画
を
検
討

し
て
い
る
か
。

副
町
長 

町
が
既
存
制
度
以
外

の
直
接
的
な
支
援
は
な
か
な
か

な
い
。
し
か
し
、
町
も
継
続
の

た
め
に
課
題
の
解
決
に
向
け
て

動
い
て
い
る
。

小
林

 

コ
ン
ビ
ニ
も
閉
店
し

て
し
ま
い
、
買
物
な
ど
ま
す
ま

す
不
便
に
な
る
。
今
後
ど
の
よ

う
に
若
者
へ
定
住
の
ア
ピ
ー
ル

す
る
の
か
。

副
町
長 

従
来
の
制
度
や
仕
組

み
を
最
大
限
活
用
し
支
援
し
、

町
と
し
て
の
今
後
の
対
応
策
を

�

検
討
し
て
い
る
か

小林 玲子 議員（文責）

Q&A財政強化の取組について
収入増と経費削減に
全力で進める

  副町長

三
輪

 

町
の
将
来
を
考
え
る

と
財
政
の
強
化
は
大
変
、
重
要

で
あ
る
。

　

今
後
、
町
は
建
物
、
道
路
、

上
下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
維

持
、
教
育
、
医
療
、
子
育
て
、

交
通
対
策
な
ど
経
費
が
増
大
す

る
と
思
わ
れ
る
。

　

町
は
収
入
を
増
や
す
た
め

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
取
組
強

化
を
し
て
、
そ
の
効
果
は
予
想

以
上
に
上
が
っ
て
い
る
。
収
入

の
増
加
と
経
費
の
削
減
に
つ
い

て
対
応
を
伺
う
。

７
年
度
の
目
標

　
　

８
、０
０
０
万
円

副
町
長 

令
和
６
年
度
２
月

ま
で
約
６
、１
０
０
万
円
、
件

数
２
、０
４
０
件
で
大
幅
に
増

加
し
て
お
り
、
７
年
度
目
標

８
、０
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

返
礼
品
の
８
割
を
占
め
る
お

米
は
本
年
度
以
上
に
確
保
で
き

る
よ
う
に
う
農
協
と
交
渉
中
で

あ
る
。
具
体
的
な
事
業
を
提
案

に
共
感
し
た
方
か
ら
寄
付
を

募
る
「
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
を
実
施
す

る
。
返
礼
品
の
新
規
に
追
加
し

た
い
。

三
輪

 

収
入
の
増
加
と
同
時

に
経
費
削
減
に
取
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。
各
特
別
会
計
（
国
民

健
康
保
険
な
ど
）
に
毎
年
、
一

般
会
計
よ
り
約
３
億
円
以
上
の

繰
出
金
を
支
出
さ
れ
て
い
る
。

　

先
ほ
ど
宮
下
議
員
が
質
問
し

た
よ
う
に
交
通
対
策
に
つ
い
て

個
々
に
実
施
す
る
の
を
全
体
の

事
業
と
し
て
や
れ
ば
経
費
削
減

と
な
る
と
考
え
を
進
め
る
べ
き

で
あ
る
。

経
費
の
見
直
し
と

国
県
補
助
金
を
取
組
み
た
い

副
町
長 

エ
コ
パ
ー
ク
の
交
付

金
が
８
年
度
か
ら
５
、０
０
０
万

円
と
減
額
さ
れ
る
。
経
常
的
経

費
の
徹
底
し
た
見
直
し
、
各
種

補
助
金
、
事
業
の
見
直
し
な
ど

国
県
補
助
金
を
挑
戦
し
て
取
組

む
事
が
大
事
だ
。

三
輪

 

全
庁
で
取
組
ん
で
将

来
に
備
え
て
も
ら
い
た
い
。

副
町
長 

全
力
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

ふるさと納税の取り組み（事業者説明会の様子）

三輪　正 議員（文責）

「
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

�

出
雲
崎
バ
イ
パ
ス
店
」

�

の
閉
店
に
つ
い
て

生
活
イ
ン
フ
ラ

 （
商
店
な
ど
）の

�

確
保
に
つ
い
て

　
　

  

課
題
を
整
理
し
、

�

開
店
に
向
け
て

�

動
い
て
い
る

副
町
長
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Q&A農業法人設立後の方向性は
法人の経営の安定化を最優先に   副町長

髙桑 佳子 議員（文責）

Q&A衛星通信回線（スターリンク）の
導入について

メリット・デメリットならびに導入
費用を精査した上で検討したい

  副町長

中
田 

 

東
日
本
大
震
災
を
例

と
す
る
よ
う
に
、
大
規
模
震
災

な
ど
の
激
甚
災
害
に
よ
っ
て
音

声
通
信
、
パ
ケ
ッ
ト
通
信
が
十

全
に
行
え
な
い
と
い
っ
た
問
題

が
発
生
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
複
数
の
回

線
を
用
意
し
、
通
信
の
安
定
性

を
確
保
し
て
い
る
が
、
現
状
の

携
帯
回
線
が
す
べ
て
使
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
備
え

て
ス
タ
ー
リ
ン
ク
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
衛
星
通
信
回
線
を
導

入
し
、
被
災
時
の
利
用
、
ま
た

平
時
に
お
い
て
は
将
来
的
に
移

動
診
療
車
に
利
用
す
る
た
め
に

導
入
で
き
な
い
か
。

本
町
の
町
地
域
防
災
計
画
の

中
で
防
災
通
信
施
設
と
し
て

副
町
長 

現
在
、
６
台
の
衛
星

携
帯
電
話
が
配
備
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
平
成
16
年
以
降

の
豪
雨
災
害
な
ど
で
携
帯
電
話

が
繋
が
ら
な
い
地
域
が
あ
り
、

避
難
所
等
と
連
絡
を
取
り
合

「
衛
星
通
信
回
線

（
ス
タ
ー
リ
ン
ク
）
の

�

導
入
に
つ
い
て
」

う
た
め
に
導
入
し
た
経
緯
が

あ
る
。

　

現
在
、
衛
星
携
帯
電
話
は
ワ

イ
ド
ス
タ
ー
Ⅱ
を
利
用
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
令
和
10
年
３

月
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
終
了

す
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
の

衛
星
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
替

え
と
合
わ
せ
て
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
や
導
入
費
用
な
ど

を
十
分
に
精
査
し
た
上
で
最

適
な
通
信
環
境
の
整
備
を
検

討
し
た
い
。

中
田 

 

ス
タ
ー
リ
ン
ク
に
つ

い
て
は
導
入
費
用
が
１
基
あ
た

り
５
万
5
千
円
、
通
信
費
に
つ

い
て
は
利
用
月
の
み
発
生
す
る

形
な
の
で
、
今
後
衛
星
携
帯
電

話
が
使
え
な
く
な
っ
て
い
た
場

合
に
転
換
し
て
い
っ
て
ほ
し

い
。

ワイドスターとスターリンクの違い

中田 孝信 議員（文責）

髙
桑

 

長
岡
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
医
療
介
護
連
携
シ
ス
テ

ム
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト
に
加

入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
対
象
の
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
全
町
民

に
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

副
町
長 

長
岡
市
医
師
会
か
ら

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト
活
用
に

つ
い
て
は
提
案
が
あ
り
、
７
年

度
に
検
討
協
議
を
図
っ
て
い
く
。

　

救
急
搬
送
キ
ッ
ト
は
必
要
に

応
じ
て
65
歳
以
下
で
も
渡
せ
る

こ
と
、
国
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
読
み
取
り
に
よ
り
、
救

急
の
際
に
情
報
を
把
握
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
予
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
動
向
を

注
視
し
た
い
。

髙
桑

 

出
雲
崎
町
に
お
け
る

持
続
可
能
な
農
業
に
向
け
た
基

本
的
な
考
え
方
で
は
、「
町
全

域
を
対
象
と
し
た
農
地
所
有
適

格
法
人
の
設
立
に
よ
り
、
出
雲

崎
版
儲
か
る
農
業
の
実
現
を
目

指
す
」
と
し
て
い
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
事
は
農
業
法
人

で
決
定
し
、
示
さ
れ
て
い
く
も

の
と
思
う
が
、
町
が
今
ま
で
協

議
会
で
検
討
し
、
法
人
設
立
後

も
支
援
を
継
続
し
な
が
ら
安
定

し
た
経
営
を
目
指
す
の
で
あ

り
、
将
来
ど
の
よ
う
な
方
向
性

を
持
っ
た
農
業
法
人
を
考
え
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

髙
桑

 

発
足
時
の
基
本
作
付

け
農
地
面
積
は
ど
の
程
度
に
な

作
付
面
積
と
乾
燥
・
調
整
は

�

ど
う
す
る
か

る
か
。
ま
た
、
乾
燥
・
調
整
等

は
法
人
で
行
な
う
予
定
か
。

　

法
人
と
し
て
高
騰
す
る
経
費

の
中
で
利
益
を
出
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
業
員
一

人
あ
た
り
10
町
歩
目
安
と
も
言

わ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
、
米
を

売
っ
て
い
く
か
も
重
要
で
あ

る
。法

人
役
員
所
有
の
設
備
等
を

�

活
用
す
る

副
町
長 

農
業
法
人
発
足
時
の

基
本
作
付
け
農
地
面
積
は
15 

ha
と
な
る
。
Ｊ
Ａ
で
は
、
令
和

７
年
度
産
米
に
係
る
乾
燥
調
整

施
設
の
受
け
入
れ
単
価
引
き
上

げ
を
予
定
し
て
お
り
、
法
人
の

利
益
確
保
の
た
め
、
法
人
役
員

所
有
の
設
備
を
活
用
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

刈
取
り
量
が
多
か
っ
た
場
合

は
Ｊ
Ａ
の
施
設
を
利
用
す
る
両

刀
遣
い
で
考
え
て
い
る
。

髙
桑

 

安
定
し
た
経
営
の
た

め
の
山
菜
栽
培
・
受
託
作
業
と

聞
く
が
、
ま
ず
は
水
稲
生
産
だ

と
思
う
。
法
人
設
立
に
町
内
の

早
期
の
作
業
受
託
開
始
を

農
業
者
は
「
う
ち
も
ま
か
っ
て

も
ら
え
な
い
か
」
と
期
待
を
し

て
い
る
。
出
雲
崎
が
抱
え
る
高

齢
化
・
後
継
者
不
足
の
切
り
札

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
作
業

受
託
の
募
集
は
い
つ
に
な
る
か
。

田
植
後
の
時
期
を

�

考
え
て
い
る

副
町
長 

７
月
か
ら
お
盆
頃
を

目
安
に
し
て
、
法
人
に
直
接
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
予
定
に

し
て
い
る
。

髙
桑

 

法
人
、
耕
作
者
と
の

調
整
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と

思
う
が
、難
し
い
作
業
に
な
る
。

調
整
の
場
を
設
定
す
る
、
あ
る

い
は
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
等
、

町
で
関
わ
れ
な
い
か
。
法
人
の

耕
作
面
積
が
増
え
集
約
化
が
進

む
流
れ
に
な
る
と
良
い
。
ま

た
、
法
人
化
に
よ
っ
て
、
連
続

し
た
次
世
代
へ
事
業
継
承
が
期

待
で
き
る
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
増
員
も
検
討
い
た
だ
き

た
い
。

副
町
長 

経
営
の
安
定
化
を
最

優
先
に
考
え
て
い
る
。
産
業
観

光
課
内
に
農
林
水
産
企
画
室
を

設
け
、
支
援
体
制
を
進
め
て
い

る
。

ワイドスターⅡ
　終了しても
� 大丈夫？
ワイドスターⅡは本文
中にもあるようにサー
ビスの終了が決定して
いるが、次世代サービ
スとしてワイドスター
Ⅲの提供を開始してい
るため、切り替えは可
能となっている。

近隣市村との
医療連携に

� ついて

農業ハウス
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Q&A農業法人設立に向けての
状況について

3 月14 日
６名で、設立総会をされる

  副町長

ず
、
全
て
の
農
業
生
産
法
人
に

支
援
を
実
施
す
る
の
か
伺
う
。

副
町
長 

概
要
で
述
べ
て
い
る

が
関
係
す
る
町
の
補
助
事
業
で

あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
か
ら
審

議
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。中

野

 

町
、
県
、
農
協
の
支

援
の
中
、
こ
の
農
業
生
産
法
人

を
一
日
も
早
く
町
と
し
て
、
大

き
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今

困
っ
て
い
ら
れ
る
方
は
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
下
、
さ
ら
に
い
え
ば

０
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
で
あ

る
。
町
の
現
在
の
耕
作
面
積
は

３
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
の
で
、

早
く
農
業
生
産
法
人
の
皆
さ
ん

に
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て

個
人
経
営
の
方
々
も
さ
ら
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

中
野

 

町
も
県
も
農
業
生
産

法
人
を
支
援
し
て
く
れ
る
と
い

う
こ
と
な
の
で
賛
成
で
あ
る
。

　

こ
の
法
人
に
町
や
農
協
、
こ

れ
に
賛
同
し
て
く
れ
る
農
家
の

皆
さ
ん
か
ら
も
出
資
し
て
い
た

だ
き
、
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

ほ
う
が
良
い
と
思
う
が
農
業
生

産
法
人
、　

役
員
の
皆
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
伺
う
。

副
町
長 

農
業
生
産
法
人
の
皆

さ
ん
は
、支
援
は
感
謝
で
あ
る
。

し
か
し
、出
資
は
考
え
て
い
な
い
。

中
野

 

稲
作
農
家
４
名
、
プ

ラ
ス
２
名
が
作
業
協
力
２
名
が

作
業
協
力
者
、
こ
の
体
制
を
中

心
に
、
現
在
活
動
し
て
い
る
作

業
受
託
協
議
会
、
及
び
園
芸
品

目
協
議
会
の
会
員
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
。
さ
ら
に
現
在
募
集
中
だ

が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
農

業
生
産
法
人
の
従
業
員
に
加
わ

る
予
定
と
の
説
明
だ
が
役
員

は
、
稲
作
農
家
４
名
し
か
考
え

て
い
な
い
の
か
伺
う
。

設
立
を
目
指
す

農
業
生
産
法
人
の

�

形
態
に
つ
い
て

法
人
の
構
成
員
に
つ
い
て

副
町
長 

役
員
は
６
名
を
考
え

て
い
る
。

中
野

 

令
和
５
年
２
月
16
日

の
全
員
協
議
会
の
説
明
で
は
、

出
雲
崎
町
全
域
を
下
地
区
、
中

地
区
、
上
地
区
に
分
け
て
、
活

動
を
す
る
と
の
説
明
、
又
、
令

和
７
年
２
月
13
日
の
全
員
協
議

会
の
説
明
で
は
、
ま
ず
は
経
営

を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
、
基
盤
整
備
実
施
済
み
の
ほ

場
又
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
条
件

の
ほ
場
と
い
う
こ
と
だ
が
、
地

区
担
当
者
を
決
め
て
活
動
を
す

る
の
か
、
法
人
全
体
で
活
動
を

す
る
の
か
伺
う
。

副
町
長 

今
の
考
え
は
、
法
人

全
体
で
組
み
た
い
と
の
回
答

だ
っ
た
。

中
野

 

担
当
課
長
か
ら
耕
作

農
地
の
面
積
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

発
足
当
初
は
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

い
う
こ
と
だ
が
、
募
集
を
か
け
、

面
積
を
最
低
で
も
30
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
に
出
来
な
い
か
伺
う
。

法
人
の
活
動
範
囲
に
つ
い
て

法
人
発
足
当
初
の

�
耕
作
農
地
に
つ
い
て

副
町
長 

発
足
当
初
は
15
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
い
く
。
稲
作
農
家
や

園
芸
品
目
協
議
会
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
稲
作
農
耕
35
ヘ

ク
タ
ー
ル
園
芸
関
係
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
合
計
42
ヘ
ク
タ
ー
ル

出
来
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

中
野

 

法
人
の
事
務
所
や
機

械
器
具
類
の
格
納
等
の
施
設
に

つ
い
て
は
、
構
成
員
等
が
所
有

す
る
も
の
を
借
用
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
Ｊ
Ａ
の
車
輌
セ
ン

タ
ー
を
借
り
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
伺
う
。

副
町
長 

農
協
に
確
認
し
た

所
、難
し
い
と
の
回
答
だ
っ
た
。

中
野

 

町
農
業
法
人
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
事
業
補
助

金
、
町
農
業
機
械
施
設
整
備
事

業
補
助
金
、
町
水
稲
防
除
費
助

成
事
業
補
助
金
の
支
援
に
つ
い

て
は
賛
成
で
あ
る
。

　

補
助
事
業
の
概
要
で
３
戸
以

上
の
農
業
者
と
あ
る
が
、
今
後

出
て
く
る
農
業
生
産
法
人
の
農

地
面
積
の
大
小
に
か
か
わ
ら

施
設・機
械
の
所
有
に
つ
い
て

関
係
す
る
町
の

�

補
助
事
業
に
つ
い
て

中野 勝正 議員（文責）

３月14日
農事組合法人ファーム天領設立総会

（単位：円）令和６年度   政務活動費報告

月額5,000円×令和６年度活動月数（12カ月）で交付

議 員 氏 名 交 付 額
支　出　内　訳

合　計 返 納 金
研修費 広報・広聴費 資料作成費 資料購入費 事務費

中 野 勝 正 60,000 27,906 0 0 23,762 13,580 65,248 0
加 藤 修 三 60,000 27,906 0 0 33,972 11,880 73,758 0
小 林 玲 子 60,000 27,906 0 2,200 15,092 15,610 60,808 0
高 橋 速 円 60,000 27,906 0 0 67,572 11,880 107,358 0
三 輪 　 正 60,000 0 0 0 67,572 11,880 79,452 0
髙 桑 佳 子 60,000 57,306 0 0 21,672 11,800 90,778 0
宮 下 孝 幸 60,000 27,906 0 0 57,972 11,880 97,758 0
石 川 　 豊 60,000 97,946 0 0 21,032 12,580 131,558 0
中 田 孝 信 60,000 0 0 0 9,972 11,880 21,852 38,148
島  明 日 香 60,000 27,906 4,154 0 15,252 17,280 64,592 0

社会産業常任委員会 視察報告社会産業常任委員会 視察報告

　園児は、元気よくあいさつもでき、和太鼓やよさ
こいなど体全体を使って披露してくれて、はつらつ
としている様子であった。
　その他にも、こどもたちが好きな活動に出会える
ように、体操教室や英語教室、茶道教室や食育活動
にも力を入れている。こどもたちの「やってみた
い！」の気持ちを大切にし、好きなことはもっと好
きになれるように、苦手なことはチャレンジしてみ
る気持ちが芽生えるような保育を実施してることが
伺えた。
　遊具や園舎のメンテナンスに費用を要しているこ
とや、園の前の道路
はスピードを出す車
も多く、冬季間や延
長保育の際の園児や
保護者の安全を危惧
されていたため、検
討の余地がある。

　園児は、好きな材料や道具を自由に使いながら、
各自の個性を発揮している様子が伺え、表情も豊か
であった。
　保育者は、「将来町に新しい風を吹かせてほしい」
そんな想いで保育や教育にあたっている様子があ
り、町の将来を見据え、社会に貢献できるよう粘り
強さを養ったり、心の豊かさを育んでいることが伺
えた。
　しかし、町全体のこども数と入園児の減少で、園
の維持存続が非常に厳しい状況にあることや、町か
らの補助金には使いにくいものもあり、安定した保
育や教育を継続してい
くことが難しいという
お話を聞いた。子育て
支援に加え、町の保育・
教育をどのように遺す
のか具体的に示してほ
しいと要望があった。

　園の運営に大
きな危機感を抱
いていることを
理解した。
　町全体の問題
である。

　伝統を大切にして
いたり、主体的に
創造できる環境が
整っていて、それぞ
れ特色があって
良い。

　今ある資源が最大
限活用されている。
　不安な部分は、
園と地域と町、チーム
で対応が必要である。

各委員からの意見

� 社会産業常任委員長　島　明日香
　令和６年12月24日に、小木之城保育園と出雲崎こども園を訪問し、現地視察をおこなった。
主に、園の運営状況の説明を受け、保育環境を実際に見学した。

小木之城保育園小木之城保育園 出雲崎こども園出雲崎こども園

中田 委員 三輪 委員高橋 委員

21 20い ず も ざ き  議 会 だ よ り い ず も ざ き  議 会 だ よ り令 和 ７ 年 4 月 2 5 日第 1 2 7 号 令 和 ７ 年 ４ 月 2 5 日第 1 2 7 号

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

議
員
表
彰

１
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

１
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察
報
告

政
務
活
動
費
報
告

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

政
務
活
動
費
報
告

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察
報
告

令
和
７
年
度
予
算

一
般
質
問

令
和
７
年
度
予
算



 　
　
　

 　

 

県
教
育
委
員
会
は
、
魅

力
と
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
中
長

期
的
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
、
新
し
い
県

立
高
校
の
将
来
構
想
を
３
月
に
公
表

す
る
。
県
立
高
校
の
再
編
は
、
出
雲

崎
高
校
が
10
年
後
も
そ
れ
以
降
も
存

続
し
て
い
る
こ
と
を
全
町
民
が
願
っ

て
い
る
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
私
た
ち

に
と
っ
て
大
き
な
事
案
で
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

　

現
在
、
適
正
な
規
模
に
満
た
な
い

小
規
模
校
の
高
校
が
53
％
で
、
適
正

な
学
校
規
模
を
下
回
る
高
校
が
多

い
。

　

出
雲
崎
高
校
の
あ
る
エ
リ
ア
で

は
、
出
雲
崎
高
校
午
前
の
部
が
１
学

級
、
長
岡
明
徳
高
校
午
前
の
部
が
３

学
級
、
夜
間
の
部
が
１
学
級
で
計
５

学
級
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
出
雲
崎

高
校
の
定
員
充
足
率
は
、
68
・６
％
、

明
徳
高
校
午
前
の
部
が
83・
３
％
、

夜
間
の
部
が
45・７
％
で
あ
る
。
将

来
構
想
の
基
本
方
針
に
則
れ
ば
、
長

岡
地
区
と
出
雲
崎
地
区
の
生
徒
が
同

じ
割
合
で
減
少
し
た
場
合
、
長
岡
地

区
の
学
級
が
１
学
級
減
り
、
出
雲
崎

高
校
が
存
続
す
る
可
能
性
は
十
分
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
理
由
は
、
越

後
線
が
存
続
し
、
交
通
の
便
が
変
わ

ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
生
徒
か
ら
一

定
の
割
合
で
選
ば
れ
る
高
校
で
あ
る

こ
と
。
二
つ
目
は
、
高
校
は
町
と
包

括
協
定
を
結
び
、
地
域
の
教
育
資
源

を
活
か
し
た
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添

う
き
め
細
か
い
教
育
を
実
践
で
き
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
同
エ
リ

ア
に
は
私
立
高
校
の
学
級
が
25
学
級

あ
る
が
、
出
雲
崎
高
校
を
志
望
し
て

い
る
生
徒
の
ニ
ー
ズ
と
は
重
な
ら
な

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
影
響
は
少
な

い
と
考
え
て
い
る
。

 　
　
　

 　

 

令
和
６
年
度
の
寄
付
額

は
、
６
、０
５
９
万
７
、０
０
０
円
、

件
数
は
２
、０
２
７
件
と
過
去
最
高

に
な
っ
た
。
本
年
度
は
、
ふ
る
な

び
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
サ
イ
ト
を
追
加

し
、
１
月
中
に
ア
マ
ゾ
ン
の
サ
イ
ト

を
新
た
に
開
設
す
る
。
寄
付
金
額
の

う
ち
、
お
米
の
占
め
る
割
合
は
81
％

で
、
冷
凍
い
ち
ご
や
黒
に
ん
に
く
の

寄
付
件
数
も
伸
び
た
。
昨
年
12
月
に

予
想
を
大
幅
に
上
回
る
寄
付
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
予
算
の
不
足
が
生
じ

た
た
め
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
謝
礼
や

代
行
業
務
委
託
料
、
サ
イ
ト
使
用
料

で
１
１
、５
０
０
千
円
の
追
加
補
正

を
す
る
。

 　
　
　

 　
　

  

４
月
か
ら
保
健
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里
と

し
て
、
一
体
的
管
理
・
運
営
す
る
こ

と
で
関
係
機
関
と
実
施
事
業
に
つ
い

て
協
議
が
終
了
し
た
。
通
所
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
「
運
動
中
心
型
通
所

サ
ー
ビ
ス
し
ゃ
き
っ
と
」
は
、
４
月

か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
先
を

変
更
し
、
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
の

午
前
中
に
実
施
す
る
。
そ
れ
に
従
事

す
る
支
援
員
２
名
の
採
用
募
集
を
す

る
。ま
た
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て
は
、
施
設
内
で
事
務

所
を
移
設
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
推
進
す
る
た
め
の
各
事
業
に

現
職
種
を
兼
任
配
置
し
、
事
業
の
見

え
る
化
と
取
組
強
化
を
図
る
。
そ
の

た
め
、
介
護
支
援
専
門
員
１
名
の
採

用
募
集
を
す
る
。

 　
　
　

 　

 

一
つ
目
の
定
住
促
進
奨

学
金
事
業
は
、
大
学
生
等
へ
通
学
費

な
ど
の
使
途
の
広
い
奨
学
金
制
度
の

拡
充
と
す
る
。
返
還
免
除
と
し
て
、

町
内
に
居
住
し
就
職
し
た
場
合
は
免

除
と
す
る
。
５
月
頃
募
集
を
開
始
し

８
月
に
１
年
間
分
を
一
括
で
振
り
込

む
。
財
源
は
、
一
般
会
計
か
ら
積
み

立
て
る
。
二
つ
目
の
小
中
学
校
入
学

卒
業
祝
金
支
給
事
業
は
、
支
給
金
額

の
拡
充
と
新
た
に
中
学
校
卒
業
祝
金

を
創
設
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
小
学

校
就
学
前
の
３
年
間
に
年
間
３
万
円

を
支
給
し
て
い
た
子
ど
も
育
成
支
援

金
は
、
令
和
７
年
度
で
廃
止
す
る
。

 　
　
　

 　

 

就
職
先
は
町
外
で
も
良

い
の
か
。

 　
　
　

 　

 

町
に
居
住
し
、
通
勤
可

能
な
範
囲
内
で
あ
れ
ば
就
職
先
は
町

内
に
限
ら
な
い
。

県
立
高
校

�

将
来
構
想
説
明
会
の
報
告

教
育
長

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
況

総
務
課
長

令
和
７
年
度

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
里
に
関
す
る

�

事
業
展
開

保
健
福
祉
課
長

令
和
７
年
度

�

教
育
課
関
係
の
拡
充
事
業

教
育
課
長

石
川
議
員

教
育
課
長

全
員
協
議
会  

１
月
〜
３
月
開
催
分

全
員
協
議
会
は
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
、
協
議
ま
た
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
で
す
。

行
政
内
容
あ
る
い
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 　
　
　

 　

工
事
開
始
予
定
ま
で
約

１
年
に
迫
る
中
、
町
と
し
て
の
対
応

が
遅
い
の
で
は
な
い
か
。

 　
　
　

 　

 

令
和
２
年
４
月
に
風
力

発
電
事
業
者
か
ら
町
に
最
初
の
説
明

が
あ
り
、
６
月
に
町
か
ら
議
員
に
説

明
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
広
報
い

ず
も
ざ
き
７
月
号
で
計
画
段
階
環
境

配
慮
書
の
縦
覧
に
つ
い
て
、
令
和
３

年
１
月
号
で
方
法
書
の
縦
覧
と
、
２

月
の
住
民
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
た
。
そ
の
後
、
令
和
６

年
10
月
号
で
準
備
書
の
縦
覧
と
11
月

の
住
民
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
た
。
町
と
し
て
、
町
民
へ

の
情
報
提
供
は
お
こ
な
っ
て
き
た
と

認
識
し
て
い
る
。

 　
　
　

 　

町
と
し
て
の
姿
勢
を
示

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
い
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

 　
　
　

 　

 

高
さ
約
１
９
５
ｍ
と
大

き
な
風
車
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
対

し
、
様
々
な
不
安
の
声
が
あ
る
こ
と

を
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
意
見
等
も

勘
案
し
な
が
ら
新
潟
県
へ
の
回
答
を

作
成
し
た
い
。

 　
　
　

 　

 

能
登
半
島
地
震
発
生
時

の
避
難
状
況
を
踏
ま
え
、
地
区
ご
と

の
避
難
目
標
・
避
難
手
段
・
避
難
経

路
を
定
め
、
避
難
者
相
互
の
集
中
に

よ
る
渋
滞
発
生
等
の
防
止
、
迅
速
・

円
滑
な
津
波
避
難
の
た
め
の
必
要
な

事
項
を
定
め
て
い
る
。
県
の
想
定
す

る
２
倍
の
標
高
ま
で
浸
水
し
た
場

合
、
海
岸
地
区
の
住
家
は
大
半
が
浸

水
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。
徒
歩
に

よ
る
避
難
が
困
難
な
地
域
の
検
証
を

行
い
、
避
難
時
間
内
に
最
寄
り
の
指

定
緊
急
避
難
場
所
ま
で
到
達
で
き
る

か
を
地
区
ご
と
に
判
定
し
、
困
難
な

地
区
は
車
で
の
避
難
も
考
慮
す
る
。

物
資
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
避
難
場

所
へ
の
安
全
な
移
動
が
困
難
な
指
定

緊
急
避
難
場
所
に
は
、
令
和
７
年
度

に
備
蓄
品
な
ど
の
整
備
を
す
る
。
今

後
、
住
民
主
体
の
避
難
方
法
の
検
討

を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
実

態
に
即
し
た
計
画
へ
修
正
、
意
識
醸

成
を
図
る
。
10
月
19
日
に
、
県
と
町

に
お
け
る
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
、
国
の
事
業
で
あ
る
防
災
専
門
家

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派
遣
し
て

い
た
だ
き
、
住
民
自
ら
考
え
る
機
会

と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
。

 　
　
　

 　

 

昨
年
７
月
18
日
、
学
校

へ
引
き
込
み
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
光
ケ
ー
ブ
ル

に
巻
き
つ
い
た
蔓
を
取
り
除
こ
う
と

し
て
ケ
ー
ブ
ル
が
損
傷
し
た
。
復
旧

に
か
か
っ
た
経
費
を
賠
償
金
と
し
て

支
払
う
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
損
害
賠
償
示
談

書
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
請
求
の
支

払
い
確
認
の
日
を
も
っ
て
和
解
が

成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
賠
償
額

１
1
万
３
、２
７
２
円
を
予
備
費
を

以
っ
て
支
払
い
を
す
る
が
、
加
入
す

る
損
害
賠
償
保
険
か
ら
の
補
填
と
す

る
。

 　
　
　

 　

 

こ
の
度
、
当
町
に
て
初

め
て
特
定
空
き
家
等
の
認
定
を
お
こ

な
っ
た
。
周
囲
の
生
活
環
境
に
著
し

く
悪
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
に
対

し
、
必
要
な
調
査
を
実
施
し
、
条
例

に
基
づ
き
町
長
が
認
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
町
長
が
命
じ
た
措
置
を
履
行

し
な
い
と
き
等
は
、
行
政
代
執
行
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
、
木
折

町
地
内
の
隣
り
合
わ
せ
の
２
軒
を
特

定
空
き
家
と
認
定
し
た
。
２
月
12
日

に
建
築
士
と
職
員
３
名
で
判
定
基
準

表
に
従
い
調
査
し
た
結
果
、
２
軒
と

も
特
定
空
き
家
等
と
認
め
ら
れ
る
基

準
に
達
し
た
。
２
月
27
日
に
、
町
空

き
家
等
対
策
協
議
会
を
開
催
し
、
委

員
か
ら
認
定
に
つ
い
て
異
議
が
無
い

旨
を
確
認
し
、
同
日
付
け
で
空
き
家

の
所
有
者
等
に
認
定
通
知
書
を
発
送

し
た
。
今
後
は
、
法
律
に
基
づ
い
て

順
次
進
め
る
た
め
、
解
体
の
時
期
は

現
段
階
で
は
未
定
で
あ
る
。

風
力
発
電
事
業

島
議
員

町
民
課
長

島
議
員

町
民
課
長

津
波
避
難

�

緊
急
支
援
施
設
基
本
計
画

総
務
課
長

出
雲
崎
小
学
校

Ｎ
Ｔ
Ｔ
光
ケ
ー
ブ
ル
切
断

�

に
よ
る
損
害
賠
償

教
育
課
長

空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

「
特
定
空
家
等
」
の
認
定

総
務
課
長

県立出雲崎高校

ふれあいの里　新しくなった看板

指定緊急避難場所に追加された
木折神社

２
・
７	
議
会
運
営
委
員
会

　
　
13	
第
３
回
全
員
協
議
会

�
→
詳
細
は
ｐ
22
〜
23

　
　
21	

第
76
回
定
期
総
会
・

	

臨
時
議
長
会
議（
新
潟
市
）

　
　
22	

議
会
サ
ロ
ン（
陽
だ
ま
り
）

　
　
25	

議
会
運
営
委
員
会

３
・
７	

３
月
定
例
会 

初
日

�

→
詳
細
は
ｐ
８
〜
10

	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
10	

社
会
産
業
常
任
委
員
会

	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
11	

３
月
定
例
会 

一
般
質
問

�

→
詳
細
は
ｐ
11
〜
20

　
　
12	

予
算
審
査
特
別
委
員
会

�

→
詳
細
は
ｐ
６
〜
７

　
　
14	

議
会
運
営
委
員
会

	

３
月
定
例
会 

最
終
日

�

→
詳
細
は
ｐ
８
〜
９

	

第
４
回
全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
22
〜
23

　
　
26	

議
会
報
特
別
委
員
会

４
・
２	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
３	

議
長
会
議
（
新
潟
市
）

　
　
９	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
15	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
22	

第
５
回
全
員
協
議
会

議
会
の
う
ご
き

�

（
主
な
も
の
）

（
令
和
７
年
２
月
～
４
月
）

23 22い ず も ざ き  議 会 だ よ り い ず も ざ き  議 会 だ よ り令 和 ７ 年 4 月 2 5 日第 1 2 7 号 令 和 ７ 年 ４ 月 2 5 日第 1 2 7 号

当
初
予
算
目
玉
事
業

当
初
予
算
目
玉
事
業

予
算
審
査

特
別
委
員
会

予
算
審
査

特
別
委
員
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

議
員
表
彰

１
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

１
月
臨
時
会

補
正
予
算
質
疑

一
般
質
問

一
般
質
問

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察
報
告

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察
報
告

政
務
活
動
費
報
告

政
務
活
動
費
報
告

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

令
和
７
年
度
予
算

令
和
７
年
度
予
算
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表
紙
小
話

の

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　
三
学
期
の
終
業
を
目
前
に
控
え
た

日
曜
日
、
中
学
校
体
育
館
で
吹
奏
楽

部
の
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ

り
ま
し
た
。

　
６
年
度
は
３
年
生
不
在
の
な
か
、

１
・
２
年
生
10
人
が
頑
張
り
ま
し

た
。
地
域
部
活
動
へ
の
移
行
が
あ

り
、
音
楽
が
好
き
な
地
域
の
方
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、
様
々
な
環
境
の
変

化
に
も
た
く
ま
し
く
対
応
し
ま
し

た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
迄
に
仕
上
げ
た
の

は
、「
ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー
マ
」
や

「
Ｋ
点
を
超
え
て
」
な
ど
な
ん
と
11

曲
。
曲
の
多
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
完
成
度
の
高
さ
に
感
動
し
ま
し

た
。
ま
た
、
12
月
に
行
な
わ
れ
た
新

潟
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
木

管
３
重
奏
で
金
賞
、
管
楽
７
重
奏
で

銀
賞
を
獲
っ
た
曲
も
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　
新
一
年
生
を
迎
え
、
新
体
制
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
音
を
合
わ
せ
て
心

を
通
わ
せ
、
音
楽
を
楽
し
む
事
を
伝

え
て
い
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

（
髙
桑
佳
子
）

んみ な の 声

編

集

後

記

　
３
月
定
例
会
が
閉
会
し
、
議
会
改

選
前
の
定
例
会
が
す
べ
て
終
了
し
ま

し
た
。

　
議
会
報
特
別
委
員
会
の
現
メ
ン

バ
ー
で
議
会
だ
よ
り
を
発
行
す
る
の

は
、
こ
の
１
２
７
号
が
最
後
と
な
り

ま
す
。

　
前
回
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま

し
た
議
員
報
酬
等
の
引
き
上
げ
の
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
特
別
職
等
報

酬
審
議
会
」
に
諮
問
を
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
何
ら
か
の
答
申
が
出
る
も

の
と
思
い
ま
す
の
で
、
随
時
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
年
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
号
か
ら
は
新
体
制
で
の
発
行
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
議
会
活
動

に
つ
い
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
議
会
だ
よ
り
が
皆
さ
ま
の
身
近

な
読
み
物
に
な
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
石
川
　
豊
）

南 波  春 香 さん  
なん   ば　 はる   か

インタビュー
　　しました！

委
員
長
　
石
川 

　
豊

副
委
員
長
　
髙
桑 

佳
子

委
　
　
員
　
島 

明
日
香

　
　
　
　
　
小
林 

玲
子

　
　
　
　
　
中
田 

孝
信

議
会
報
特
別
委
員
会

ECCジュニア 神条教室

Come h
ere!

“Join u
s!!”英語レッスン
！おしゃ

れな空
間で

町のこどもたちに楽しく
英語を教えています!!

英語との出会いは？
　社会人になってから、アロマやマッサージ
の勉強を本格的にしてみたくなり、イギリス
のバースに留学しました。それが人生のター
ニングポイントだと思っています！異文化へ
の理解が深まり、国際感覚を養うことができ
ました。
英語教室を始めたきっかけを
教えてください
　留学を通じて、達成感や自己肯定感が人生
を豊かにしてくれると実感しました。英語は、
世界中の人とコミュニケーションがとれます。
将来社会に出たときに、自分のやりたいこと
を選べる幅が広がります。この教室をきっか
けに、世界で活躍できるこどもたちが増える
と嬉しいです♪

AIで翻訳も可能になったことについて
思うことは
　AIなどの機器による翻訳は、表現が硬いです。自
分の言葉で伝えることは、相手との心のきずなが深
まると感じています。
町に望むことを教えてください
　子育て支援が充実していて、子育てしやすいと感
じています。
　英語教室を始めて６年が経過しましたが、無料の
町塾ができてから当教室への影響は大きいです。
　また、新潟県全体的に学力が低いことも問題に感
じています。大阪市で取り組まれている「塾代助成
事業」のように、子育て世帯の経済的負担を家庭の
状況によらず軽減できるとともに、こどもたちの学
習意欲を伸ばす機会をみんなに等しく提供してほし
いと思います。 


